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2024 年 1 月度業務執行理事会（2024.1.27）概要 
 

１．ＰＤ公認試験員資格認定要領の改訂 

  Ａ級公認試験員の認定要件の一つにＰＤ１試験における実習経験が必要です。 

ＰＤ１資格認定試験開催は、スタンダードとラテンの２区分あるいはどちらか１区分のみの受験区分で開催され

ますが、実習経験は区分数にはよらないこととし、ＰＤ１資格認定試験開催日の１日の実習で完結するよう、要項

を改訂しました。これによりＡ級公認試験員認定の充実が図られます。 

 

２．ブルボン教室・ジュニアアスリートクラブスプリングキャンプの開催 

   例年開催しているブルボン教室・ジュニアアスリートクラブスプリングキャンプを、エンターテインメント本部とジュ 

ニア育成部とで共催して開催します。 

日 時：2024 年 3 月 31 日（日）10 時～17 時 

場 所：ＪＤＳＦダンストレーニングセンター 

このキャンプの目的は、ジュニアアスリートクラブ会員が若きトップアスリートの指導を受け、次世代アスリートとし 

ての競技力向上と交流を図ると、ブルボンＤＳＴ（ダンススポーツチーム）選手たちのトップアスリートとしての意識

向上を図ることです。 

 

３．第 19 回オールジャパン・ジュニアダンススポーツカップ 202４in 高崎の開催 

標記大会を下記のとおり JDSF 主催で開催します。2028 年長野国スポ公開競技に向けて、新たに高校生のソ

ロダンス競技も導入します。 

日 時  2024 年 7 月 27 日（土）28 日（日） 

場 所  高崎アリーナ 

種 目  第 1 日 ソロ競技、チャイルドダンス チャチャチャ 

              小学 4 年以下 サルサ及びメレンゲ、フリーダンスチーム対抗戦  

第 2 日 ユース、ジュニア、ジュブナイル、女子高校生、女子中学生、小学生４～６年、 

小学生１～3 年 

 

４．グランプリ審判員構成ガイドライン 

   2024年のグランプリより審判員構成のガイドラインを以下の通り定めました。 

PDグランプリカップ ： PD審判員8名 

GDグランプリ ：     GD、PD審判員8名または10名 

8名の場合 ・・・ GD審判員3名以上、PD審判員3名以上 

10名の場合 ・・・ GD審判員4名以上、PD審判員4名以上 

ただし、交通手段途絶等による審判員不着時は代替の公認審判員を充てる等で対応しますが、その場合は

上記に拘らないこととします。 



非常時には、絶対評価審判方式は審判員が6名いればシステム的には実施可能ですが、奇数は不可です。 

なお、やむを得ず、公認審判員7名以下での通常競技形式となってもランキング対象とします。 

 

５．次年度(2024)におけるデジタル会員証への移行困難な会員の救済策 

   ２０２３年度同様、所属団体から提示された会員証出力リストに基づき Web ユーザ未登録会員に限り無償 

で紙による会員証を発行します。 

紙の会員証発行が不要と思われる Web ユーザ登録済会員の会員証発行を希望する場合は、発行手数料 

として有償（税込 220 円/枚）にて発行し都道府県連盟側に請求します。 

なお、会員から発行手数料を徴収するか否かは都道府県連盟の判断に委ねます。 

 

６，次年度(2024)の継続更新手続きにおける特別措置について 

    令和 6 年能登半島地震によって被害を受け、所定の期間内に次年度(2024)の継続更新手続きを行うこと 

ができなかった会員を対象に、2024 年度に限り特別措置を講じます。 

    更新手続きと資格回復特別措置申請を行えば、資格回復事務手数料を免除し喪失した資格や権利を回復 

できます。 

対象者は、新潟県、富山県、石川県、福井県の加盟団体に所属する会員及び帰省等によって被災された会   

   員とします。 

 

７．災害見舞金支給規程の制定 

   2024 年 1 月 1 日 16 時 10 分、能登半島地震が発生し、石川県能登地方等に甚大な被害が生じ、当該地域に

おけるダンススポーツ連盟の運営に支障をきたすこととなりました。 

このような大災害時には短期間のうちに被災県連を激励し、支援する必要があることから、新たに「災害見舞金

支給規程」を制定することとしました。 

   この規程により、被害が大きかった石川県連、富山県連、新潟県連に見舞金をお贈りするとともに、日本スポー

ツ協会を通じて義援金を贈ることとしました。 

   


